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2024 年 1 ⽉ 1 ⽇〜2025 年 12 ⽉ 31 ⽇までの間に病院外で⼼停⽌となり病院に

救急搬送された患者さんおよびそのご家族の⽅へ 

（臨床研究に対する情報） 
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前橋⾚⼗字病院 ⾼度救命救急センター：藤塚 健次 
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研究協⼒消防施設 



北海道： 
札幌市消防局、旭川市消防本部、函館市消防本部、とかち広域消防局、釧路市消防
本部、江別市消防本部、千歳市消防本部、恵庭市消防本部、⼩樽市消防本部、北広
島市消防本部、⽯狩北部消防本部、南渡島消防事務組合、⼤雪消防組合消防本部 

栃⽊県：宇都宮市消防局 
群⾺県：前橋市消防局 
岡⼭県：岡⼭市消防局 
広島県：広島市消防局、呉市消防局、三原市消防本部、尾道市消防局、⼤⽵市消防本
部、廿⽇市市消防本部、安芸⾼⽥市消防本部、江⽥島市消防本部、府中町消防本部、
北広島町消防本部、備北地区消防組合消防本部、福⼭地区消防組合消防局 
⾹川県：⾼松市消防局 
茨城県：⽇⽴市消防本部 

 
はじめに 

近代蘇⽣法が確⽴して約 60 年の歳⽉がたちましたが、いまだに病院外で発⽣する⼼
停⽌の蘇⽣率は⾼いとは⾔えない状況です。蘇⽣が成功し⼼臓の機能が回復したとして
も実際には多くの⽅が⽬を覚まさず、昏睡状態のままであることも少なくありません。 

以前から、⼼停⽌時や⼼停⽌蘇⽣中にサインオブライフを認めることが知られていま
した。サインオブライフとは、臨床的に⼼停⽌であると判断されているにも関わらず、
① 呼吸運動（死戦期呼吸と呼ばれます）、② 対光反射、③ なんらかの体動、を認める
ものを指します。⼼停⽌蘇⽣中にこのサインオブライフを認めることは、脳の機能が部
分的に表現されていると考えられ、蘇⽣が成功すれば、覚醒が得られる可能性が⾼まる
⽅であることが期待され、より積極的な蘇⽣を検討すべきと考えられています。 

しかしながら、このサインオブライフの頻度は分かっておらず、蘇⽣における重要性
がどのくらいのものかは明らかではありません。この研究の⽬的は⼼停⽌蘇⽣中に認め
るサインオブライフの疫学（頻度、種類、出現タイミング）、およびそれぞれとの予後
との関係性について明らかにすることです。 

 
研究対象 

下記地域で 2024 年 1 ⽉ 1 ⽇〜2025 年 12 ⽉ 31 ⽇までの間に病院外で⼼停⽌となり救急
搬送となった⽅ 

北海道： 
札幌市、旭川市、函館市、帯広市、芽室町、⾳更町、清⽔町、中札内村、幕別町、
更別村、⼤樹町、広尾町、豊頃町、浦幌町、池⽥町、本別町、⾜寄町、陸別町、⼠
幌町、上⼠幌町、新得町、⿅追町、江別市、千歳市、北広島市、恵庭市、⼩樽市、
⽯狩市、当別町、新篠津村、北⽃市、七飯町、⿅部町、美瑛町、東川町、東神楽



町、当⿇町、⽐布町、愛別町 
栃⽊県：宇都宮市 
群⾺県：前橋市 
岡⼭県：岡⼭市、吉備中央町 
広島県：広島市 
⾹川県：⾼松市、綾川町、三⽊町 

 
個⼈情報の管理、情報の保存、⼆次利⽤について 

各研究協⼒消防施設より提供された情報を元に各共同研究機関が札幌医科⼤学附属病院
に提供する情報は個⼈情報の加⼯が⾏われ、特定の個⼈が識別できない状態で使⽤しま
す。研究で得られた情報は、原則として研究のために使⽤され、研究終了について報告
した⽇から 5 年もしくは研究公表後 3 年のいずれか遅い⽇までの期間、個⼈情報が加⼯
された状態で札幌医科⼤学医学部救急医学講座内のパスワード管理されたコンピュータ
に保管致します。研究機関（各共同研究機関含む）で保有する情報については、各研究
機関においてそれぞれパスワード管理されたコンピュータに保管します。また、データ
を管理するシステムへのアクセスには研究者の ID とパスワード認証が必要となるよう
に設定し保管します。将来、新たな研究が計画され、今回の研究で得られた情報を医学
研究に⽤いる場合には、改めて研究計画書を提出し、倫理審査委員会で審査・承認を受
けた上で研究を⾏います。 

 
使⽤する情報 

以下の情報を、共同研究機関および研究協⼒消防施設から取得します。 
 救急隊活動中サインオブライフ記録： 

救急隊接触時サインオブライフ・瞳孔径、救急⾞収容時サインオブライフ・瞳孔
径、病院到着時サインオブライフ・瞳孔径、救急隊接触後⼼肺停⽌症例の初期波
形、⾃⼰⼼拍再開のタイミング、機械的⼼肺蘇⽣装置の有無、救急隊覚知時刻、
対応消防本部名 

 病院前記録：ウツタイン記録 
 基本情報 
 病院情報：都道府県、市町村 
 患者情報：性別、年齢、救急隊時刻情報（覚知時刻、病院収容時刻） 

 病院到着後記録 
病院収容時刻、ドクターカー・ドクターヘリ出場、病院収容後の⼼拍再開、病院
収容後の⼼電図波形、12 誘導⼼電図、中枢温度、⾝⻑・体重、病院収容後処置
（除細動、気管挿管、体外循環、冠動脈造影検査、経⽪的冠動脈形成術、体温管
理療法）、⼼停⽌中薬剤使⽤、病着時⾎液ガス分析、患者背景、⾎液状態、積極



的治療の中⽌の有無とその原因、⼼肺停⽌に⾄った理由、発症 1 か⽉後⽣存、発
症 1 か⽉後の脳機能 

 
研究期間 

病院⻑承認⽇から 2028 年 3 ⽉ 31 ⽇まで 
（研究の登録対象になるのは 2024 年 1 ⽉ 1 ⽇から 2025 年 12 ⽉ 31 ⽇です） 

 
予定症例数 

16,000 ⼈ 
（上記対象地域で過去に発⽣した院外⼼停⽌症例を参考に算出） 

 
医学上の貢献について 

本研究の成果により、病院外で⼼停⽌となった⽅に対し適切な蘇⽣を受ける機会を⾼め
る情報を救急隊から病院に伝えることが可能になると考えており、これにより社会復帰
する⽅が増えることが期待されます。 

 
情報の管理について責任を有する者の⽒名⼜は名称 

この研究で使⽤する情報は以下の責任者が管理します。 
札幌医科⼤学附属病院 病院⻑ 渡辺 敦 

情報の利⽤⼜は提供を開始する予定⽇：2024 年 1 ⽉ 1 ⽇ 
 
研究結果の公表 

学術集会の場や論⽂として発表します。その際も⽒名、⽣年⽉⽇などのあなたを特定で
きるデータは⼀切含まないようにします。 

 
研究に関する問い合わせなど 

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問合せ下さい。 
また、患者さんの情報が研究に使⽤されることについて、患者さんもしくはそのご家族
にご了承いただけない場合には研究に使⽤しませんので、2025 年 12 ⽉ 31 ⽇までの間
に下記の連絡先までお申し出ください。お申し出を頂いた時点で、研究に⽤いないよう
に⼿続きをして、研究に⽤いられることはありません。この場合も、その後の診療など
病院サービスにおいて患者さんに不利益が⽣じることはありません。 
ご連絡を頂いた時点が上記お問合せ期間を過ぎていて、患者さんを特定できる情報がす
でに削除されて研究が実施されている場合や、個⼈が特定できない形ですでに研究結果
が学術論⽂などに公表されている場合は、解析結果から患者さんに関する情報を取り除
くことができないので、その点はご了承下さい。 



 
研究に関する問い合わせ先 

研究機関：札幌医科⼤学医学部 救急医学講座/⾼度救命救急センター 
住所：060-8543 北海道札幌市中央区南 1 条⻄ 16 丁⽬ 291 番地 
電話：011-611-2111（内線 37110） 

（上記連絡先は救急医学講座の講座内にあり、基本的に 24 時間スタッフが常駐してい
るため⽇中夜間とも対応可能です） 

研究責任者：⽂屋 尚史 


